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【注意喚起】新型コロナウイルス感染症拡大・感染防止に関する 
対策の徹底について 

 
新型コロナウイルスの感染者数は「第３波」という形で東京や大阪などを中心に全

国的に増加しており，医療現場の逼迫等厳しい状況にあります。豊橋市内においても

感染経路が不明な感染者が続いている状況です。 

本学においても，12月５日の感染者発生等の状況を踏まえ，昨日まで学内の諸活動

の抑制を行ったところです。 

このような状況から，本学「新型コロナウイルス対策憲章」及び「ウイズコロナ宣

言」を基盤とし，これまでの感染防止対策の継続とともに，以下の点に改めて留意い

ただき，感染防止及び感染拡大防止対策に取り組まれるようお願いいたします。 

また，何らかの症状のあった場合の対応や連絡先等について，ご参照いただき適切

な対応をお願いいたします。 

○新しい生活様式の実践・クラスター防止のための適切な行動 

本学として特に 

 ・人と相対する場合のマスクの着用 

 ・飲食と会話を分ける新たな様式の実践  をお願いします。 

・感染リスクが高まる「５つの場面」に注意 

場面① 飲酒を伴う懇親会等（飲酒による注意力の低下等） 

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食（５人以上で感染リスク増等） 

場面③ マスクなしでの会話（近距離で飲食をしながらの会話等） 

場面④ 狭い空間での共同生活（学生宿舎の個室や共用部分等） 

場面⑤ 居場所の切り替わり（昼休み等の休憩時、運動後の更衣室等） 

・クラスター発生が報じられているような感染リスクの高い場所への出入りの自粛

（３密となりやすい夜の街関連等） 

・感染を防ぐための，適切な手洗い，マスク着用，換気等の実施。 

○不要不急の移動（出張，旅行（帰省を含む））の自粛 

 ・不要不急の出張・旅行・移動は，流行地域に関わらず自粛をお願いします。 

特に感染者が顕著に増加している首都圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県）， 

大阪府，北海道への出張・旅行・移動は特に強く自粛をお願いします。 

 ・注意を要する流行地域等については，週末の感染状況により地域の変更を行ってい

ます。流行地域から本学に通う居住地に戻った後，１週間は在宅学習，在宅勤務等

を行い，できる限り人との接触機会を少なくするよう慎重に対応してください。 

 ・出張は大学が命じて行うものですが，各自が出張伺いを所属長に提出する際には、

現在の状況を踏まえた上で，更に必要性がある旨の内容を添えて提出してください。 

  ＊流行地域，注意地域の指定等については活動基準を参照願います。 

○症状発生時における適切な対応と大学への連絡 

・普段とは違う体調の変化，違和感がある場合は， 

１．出校しない ２．人と会うことを控える ３．共同で生活する者との接触に注

意 （各家庭や学生宿舎等） 

・感染が疑われる症状等がある場合には，本学健康支援センターへの連絡等適切な対

応を行う。（症状発生時における対応・大学への連絡フロー参照） 

https://corona.go.jp/proposal/pdf/miku_20201119.pdf
https://www.tut.ac.jp/info/corona/katudo.html#anckatudo
https://www.tut.ac.jp/docs/201030renraku.pdf


 

 

 

 

内閣官房ウェブサイト「感染リスクが高まる『５つの場面』年末年始特設サイト」に本

学機械工学系飯田教授の研究を含む「マスクの効果」が紹介されておりますのでご参照く

ださい。同サイトにて，12月７日には，「若い世代の皆さんへのお願い」と題して，西村

新型コロナ対策担当大臣から（コロナ対策サポーター・スピードスケート選手の小平奈緒

さんの「５つの場面」に関連するメッセージ動画）のメッセージが掲載されておりますの

で，特に学生の皆様ご覧願います。 

 

また，８月 25日付けで，「新型コロナウイルス感染症に関する差別・偏見の防止に向け

て」と題して文部科学大臣よりメッセージが発出されております。 

教職員・学生の皆様におかれては，メッセージをご確認いただき，新型コロナウイルス

感染症を正しく理解し，正しい知識のもとに差別や偏見を生まないための適切な行動を心

がけていただくよう，併せてお願いいたします。 

｢新しい生活様式の実践例｣ 抜粋 

●一人ひとりの基本的感染対策 

 ＜感染防止の３つの基本＞ 

①身体的距離の確保，②マスクの着用，③手洗い 

＜移動に関する感染対策＞ 

①流行地域への移動は控える。②帰省，旅行等は控えめ，③地域の感染

状況に注意 ④移動記録の作成等 

 ●日常生活を営む上での基本的生活様式 

①まめに手洗い，咳エチケットの徹底，こまめに喚起 

②身体的距離の確保，３密（密集，密接，密閉）の回避 

③毎朝，体温測定，健康チェック 等 

●日常生活の各場面別での生活様式 

＜公共交通機関の利用＞ 

①会話は控えめ，②混んでいる時間帯は避ける等 

＜食事＞ 

①対面でなく横並びで座る，②おしゃべりは控えめ 等 

＜娯楽，スポーツ＞ 

①狭い部屋での長居は無用，②歌や応援は十分な距離をとる 等 

＜買い物＞ 

①１人または少人数ですいた時間に，②レジに並ぶときには前後のスペー

スを確保 等 

＊厚生労働省「新しい生活様式」の実践例参照 

●新型コロナ接触確認アプリ等について 

飲食店等における会食などの場でクラスターが多く発生していることから，

厚生労働省において開発された「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

のダウンロードや豊橋市新型コロナ通知システムをはじめとした地方自治体独

自の通知システムの登録を推奨します。 
【COCOA】https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 
【豊橋市新型コロナ通知システム】https://www.toyoalert.jp/ 

https://corona.go.jp/proposal/
https://corona.go.jp/minister/20201207_01.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00122.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00122.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
https://www.toyoalert.jp/

